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Invitroにおける柴苓湯の多嚢胞性卵巣症候群に対する作用機序の検討
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【目的】近年 ､排卵障害 を特徴 とした多嚢胞性卵巣症候群 (polycysticOvary

Syndrome;PCOS)に対する柴苓湯の有効例が多く報告されている｡PCOSの治療には
抗エス トロゲン剤などが用いられているが､満足した治療成績は得られていない｡
柴苓湯の PCOSに対する作用機序は明らかではないが､その有用性は排卵誘発剤とし

て注目されているアロマターゼ阻害剤と類似しているため､我々はエストロゲン受容体お

よびアロマターゼ活性を有する乳癌細胞を用いて柴苓湯の作用機序を検討した｡

【方法】乳癌細胞(MCF-7)を用いて抗エストロゲン様活性の有無を検討した｡アロマター

ゼ阻害活性は､CYP19/MFCHighThroughputlnhibitorScreeningKitで測定した｡
【結果】MCF-7細胞増殖試験において､柴苓湯は濃度依存的な細胞増殖を示し､エスト

ロゲン様活性を示した｡また､テストステロンによる細胞増殖を抑制したことから､アロマタ

ーゼ阻害様活性を有することが示唆された｡そこで､アロマターゼに対する阻害活性を

調べたところ､柴苓湯は濃度依存的に阻害活性を示し､更にその構成生薬の黄琴と甘

草に阻害活性が認められた｡また､それらに含まれる成分のbaicalin,baicalein,wogonin,

glycyrrhizinicacid,liquiritigeninにも阻害活性が認められ､特にliquiritigeninでは陽性

対照のchrysinに匹敵する阻害活性を示した｡
【考察】以上の結果より､柴苓湯はアロマターゼ阻害剤と類似する作用機序を有すること

が考えられる｡即ち､アロマターゼを阻害することによって､エストロゲン産生低下を介し

た視床下部-下垂体一卵巣系にかかる negativefeedbackが解除され､卵胞刺激ホル
モンが増加し､卵胞発育が促進する｡また､柴苓湯のアロマターゼ阻害活性は主に黄琴

と甘草に由来するものと考えられる｡しかし､柴苓湯はエストロゲン様活性を示したことで

アロマターゼ阻害剤と異なる作用機序も存在すると示唆され､更なる検討が必要である｡


